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 11 月 9 日 13 時 30 分から「住吉さんと地元の 1800 年から学ぶ」の講座（市民 

交流センターすみよし北の特別事業）の第 7 回として、NPO 法人かなえ会理事長池田外美雄さんの司会で「古代道路

のはじまりと住吉の古道―磯
し

歯
は

津
つ

路
みち

を中心にー」と題して財団法人大阪市博物館協会大阪文化財研究所学芸員京嶋

覚さんが話された。パワーポイントの画面を使って、道路遺跡の発掘状況の具体的解説があり古代道路の変化が理解

できた。 

（以下の文中パワーポイントの画面であることなどの注を入れていない。適宜読み取って頂きたい。またこの報告は当日

の講演を事務局でまとめ、講師に手を加えて頂いた。） 

 

  

はじめに 
 私は考古学を専門としていますので、発掘をして出て

きたものを材料に研究していますが、道路は、住居跡や

お墓などと違い、これが道路だとなかなか言えないところ

があります。考古学による道路の研究は長くされてきてい

ますが、それほど研究が進んでいると思えないのは、発

掘で道路が見つかりにくいというのも大きな原因ではない

かと思います。まず道路を発掘して見付けなければなりま

せん。一旦見つかるとそこから道路とはこういうものだと

いうことで新しい発見が出てくる可能性があります。 

今日は「古代道路のはじまりと住吉の古道」ということ

で磯歯津路を中心にお話をすることになっていますが、磯

歯津路そのものは、まだ考古学的には発見されていませ

ん。しかし、かつて歴史地理学の研究によって、一部摂津

・河内の国境線になっている八尾街道、現在の長居公園

通りのところに磯歯津路があったんではないかという説が

出されました。その後新しい発見もなく、その説が現在も

採られているという状況です。私もいままでは磯歯津路が

そこにあったと考えて、その周辺の遺跡について紹介し、

それがいつ頃からあったのだろうか、とお話をしてきたの

ですが、そこからなかなか先に進んでいません。今回は

磯歯津路そのものというよりも日本における古代道路が

どういうふうに生まれてきたのかということをお話しして、

そのなかで磯歯津路がどのように位置づけられるのかと

いうようなことをお話ししたいと思っています。ですから、

話の多くの部分が大阪とか住吉から離れてしまうことにな

りますが、ご了承頂きたいと思います。 

 
道と国家 

道というものをどう考えるのかということをお話をしよう

としています。『日本古代の道と 衢
ちまた

』の著者前田春人
まえだはるひと

先

生は、道は人が繰り返し通ることで形成されると仰ってい

ます。道が発達していくのは日本が農耕社会に入って、

定住が一般的になってからであると言われています。縄

文時代以前は一般的には狩猟採集経済であったので、

人々は狩りをして動物を捕まえたり、海や川に近いところ

でしたら魚や貝を捕り、山の木の実とかを取って食料にし

て生活していたと考えられます。獲物は季節毎に移動し

て行くのでそれを追いかけて、縄文人も移動していくこと

になり、集落が発達しにくい時代といえます。住むところ

がしょっちゅう変わると、人が歩くところも一定せず、道は

できにくくなります。ただ縄文時代でも、一年中食料を確

保できるような地域ですと、長期的に村が存続する場合も

あります。そういう遺跡ですと、村の中の生活道路ができ
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ることになります。このように道は人がしょっちゅう通ること

によって自然にできていくものといえます。私はこのような

道を全て考古学的に研究していくということではなく、もう

少し限定された道を研究していこうと思っています。 

 
道路の原型 

道路の原型がどういうものであったのか、日本全国の

古い発掘事例を捜して見ましたが、古い時代の資料はひ

じょうに少ないことがわかりました。最も古い事例として

は、長崎県壱岐の原の辻
は る の つ じ

遺跡があります。壱岐島は朝鮮

半島と北九州をつなぐ途中にある島です。それほど大き

い島ではありませんが、島の東部に大きな湾があり、そ

れに面するところに最大の平野部が開けていて、そこを

流れる幡鉾川
はたほこがわ

が湾に注いでいます。その幡鉾川流域に形

成された弥生時代の環濠集落が原の辻遺跡です。画面

で示したこの間の50ｍほどがこの集落の道路部分です。

これだけのものですので、本当に道路なのか疑問がない

こともないのですが、弥生時代中期の道路遺構として報

告されている資料は他にありません。壱岐は朝鮮半島と

北九州の間にあり、原の辻遺跡は朝鮮半島・中国大陸の

青銅器など大陸の文物がたくさん出土し、朝鮮半島・中国

大陸との交易の中継点として非常に繁栄した集落と考え

られています。ここに各地の物資が集まり、山陰とか近畿

地方といったよその地域からも原の辻遺跡までやってき

て、大陸のいろんな文物を獲得していくことも行われた可

能性があります。その交易の場と考えられる地点は、実

はこの道のところではなく、もうちょっと北の方にある幡鉾

川からちょっと内側に、入り江のようなものが作られ、そこ

に石を貼った船着き場が見つかっています。道路の方向

は船着き場とは違います。ずっと行くと海に繋がっている

ので、ひょっとすると別の船着き場があって、そこに向かう

道路であった可能性はあるかと思います。この場合、交

易で栄えた環濠集落があって、その村と交易の場である

船着き場とを結ぶ陸路として造られたとも考えられます。

ただ、原の辻遺跡の段階ですと、村から田圃までの道と

似た、地域の中で完結する生活道路と考えられ、高貴な

人のための道といったものではないと考えます。 

この後に道路として認められているものに福岡県の

比恵
ひ え

・那珂
な か

遺跡群があります。ＪＲ博多駅から南に延びる

比恵・那珂丘陵の上につくられた遺跡です。この遺跡のあ

る博多駅周辺は繁華街で、大阪の発掘と似て小さい発掘

が多く、資料を蓄積していってある程度溜まると全体がや

っと分かってくる、といった感じの発掘をしています。この

道路も最近になって、道路であることが分かってきまし

た。最初から道路だと思って発掘をしていませんので、意

識的に必要な情報を得ることができていないので、道路

の年代を決めるのはとても難しいのです。一般に道路

は、両側に側溝がありますが、その溝を掘っても年代を示

す遺物が余り出てきません。この道路についても年代を

決めるのは難しいのですが、一応弥生時代の終末まで遡

る可能性があると考えられています。 

遺跡の図を見て下さい。弥生時代の集落は北にあり、

博多駅に近い比恵遺跡には運河と思われる大きな溝が

あります。御笠川
み か さ が わ

から引いてきた大きい水路のようなもの

があって、那珂川に繋がっていく運河だった可能性があり

ます。これも弥生時代終末と考えてよく、先程の原の辻遺

跡と似たような感じでここに船着き場があり、博多湾から

御笠川なり那珂川を遡って運河を通り、船着き場に物資

がおろされたと想定できます。交易の行われたと考えられ

る場所がこの辺りにあるらしいのですが、この道路は物資

が集まる船着き場からどこかに行く道と考えられます。こ

の道は比恵那珂丘陵を縦断して続き、さらに低地部に続

いていると推定されますが、私は間の低地部を越えて弥

生時代の有名な須久
す ぐ

・岡本遺跡がある春日丘陵に延び

ていたと推定しています。須久・岡本遺跡は春日市にあり

弥生時代中期の甕棺墓がたくさん見つかっていて、その

中でも特に銅鏡や銅剣などをたくさん持つその当時の王

の墓ではないかといわれる墓が見つかっています。『魏志

倭人伝』などの中国の歴史書に出てくる「奴国
な こ く

」の王都で

あろうと考えられている遺跡です。私は、須久岡本遺跡に

弥生時代の国の王都があって、この道路は船着場からそ

こに向かう道路ではないかと考えています。 

弥生時代の道路と言われているものはこの2例しかな

いので、2例だけからいうのは少し乱暴ですが、道路は朝

鮮半島や中国などの大陸の文物を扱うような交易が行わ

れているところに最初に作られ、弥生時代の終末期の比

恵・那珂遺跡群においては、王都と港を結ぶ道路として作

られ始めたのではないかと推定できます。そして王の居た

集落、王都に物資を運ばせるような、物資を引き寄せる

力があったことが、道路を生む要因と考えられます。私が

研究対象とする道路の原型が、弥生時代の終末期には

萌芽していたのではないかと今のところ考えています。こ

れを道路の形成期と呼びたいと思います。 

 

道路の成立 
次に道路がきちんとした形で登場するのは古墳時代に

なると思います。ただ、古墳時代前期から中期の道路は

見つかっていません。 

レジュメに「古墳時代における大阪の交通のイメージ」

という図を載せています。河内湖に土砂が溜まって陸地

化し、久宝寺や山寄りのところには水田が作られますが、

未だ干潟のようなところもあります。上町台地の西側の大

阪湾岸は、波により砂が溜まり陸地化し、風で砂が飛ん

できてだんだん浜堤が形成されていきます。特に上町台

地の一番北端の大阪城のあるところの西側辺りは広く陸

地化しており、御堂筋辺りまでは陸地化していたと考えら

れます。大きな交通としてはやはり大阪湾から来る船によ

る交通があり、河内湖を通って淀川を伝って北へ、大和

川を伝って南へ行くというような、船を使った河川交通が

あったわけです。古墳時代ごろからは図に破線で示した

ような陸路も生まれたと想定されますが、道は見つかって

いません。荷物が陸揚げされて大型の倉庫群に納めら

れ、土器を焼く窯が作られて生産活動が始まるなど難波

宮の辺りが５世紀に初めて開発されます。開発されるきっ

かけは難波津という港が整備されたことであり、あわせ
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て、南の河内や東の大和盆地に入っていくような陸上交

通のルートが整備されていきます。 

『日本書紀』などを見ますと仁徳天皇の時代に、難波に

あった宮から河内の丹比邑
たじひのむら

に向かう道を造ると出てきた

り、同じく仁徳の時、台地の東側にあった猪飼野津
い か い の の づ

から台

地の方に向かう「小橋」という橋を造ると出てきます。橋も

道路遺構です。また、雄略天皇の時に磯歯津路に通じる

「呉坂」という道を造るとあります。５世紀ごろから『日本書

紀』の中で、現実的にあり得るような道路の記録が出てく

るようになるので、私は５世紀というのは、道路ができる

大きな画期であり、それまでの水上交通とともに陸上交通

が重視されるようになったと考えるわけです。陸上交通と

いうとやはり馬とか車両が、物や人を運ぶ輸送手段として

考えられますが、これらは５世紀以降に出土します。特に

馬の場合は、５世紀以降に各遺跡で馬の骨が出てくるの

で、大陸から輸入されたと思われます。ただ残念ながら５

世紀代の道路はルートを推測できても、道路そのものは

見つかっていないので、考古学ではそれ以上踏み込めな

いところになっています。後の時代の道路は見つかってい

るのですから、この時代の道路は発掘では見つけにくい

構造の道路だったのではないかと思っています。 

同じ古墳時代でも６世紀になると少し様子が変わってき

ます。これは大阪の豊中市にある新免遺跡で見つかった

道路遺構です。新免遺跡は豊中の丘陵上にある遺跡で、

丘陵の下から丘陵上に上がってくるところに、切り通しと

いう斜面を削ってなだらかなスロープにして通行しやすい

ように加工された部分が見つかっています。これが６世紀

前半とされ、たぶん近畿地方で一番古い部類の道路にな

るかと思います。 

こちらは京都市伏見区の水垂
みずだれ

遺跡です。京都市の一番

南端で、桂川・宇治川・木津川が合流するところ、淀津の

すぐ近くになります。そこで見つかった道路遺構は、巾が

約６ｍで、両側に溝が掘られています。畑の遺構も見つ

かっています。たくさん竪穴住居跡がありますが、これら

は古い時代のものでこの道路とは関係のないものです。

道路自体は６世紀後半まで遡るといわれていますが、７

世紀まで下るかもしれません。溝からの出土遺物が少な

いので時代が決めにくいところがあります。ここは長岡京

の京域に入っているので、この上には長岡京の遺構があ

り、それより下だということはハッキリしているのですが、

どこまで遡るのかがハッキリしません。この辺りの住居跡

は６世紀前半が一番新しい段階ですので、それを壊して

造られているので、６世紀後半ぐらいかといわれていま

す。この道を真っすぐ北西の方向にのばすと続きになる

かもしれない道路遺構が長岡京市で見つかっています。

同じ方位を持った道路ですがそれは奈良時代と考えられ

ています。さらにまっすぐ延びると、向日市の古墳時代前

期の前方後円墳が密集しているところになり、新しい時代

になると長岡宮ができる、南山城の中心的な勢力が存在

した場所になる訳で、そこに向かっているということです。

南に行くと川の交わる淀津があり、昔は宇治川のところに

巨椋池
お ぐ ら い け

という池があり、河川が集まり交通の要衝になって

いました。そういった場所に向かってこの道が続いている

ということはこの道路の存在の意義を考える上で重要な

要素だと思います。 

６世紀代の道路の遺構を紹介していますが、資料のほ

とんどは近畿地方です。地方では７世紀代でもほとんど

見つかっていません。次に紹介するのが奈良県の鴨神遺

跡です。金剛山の東の裾野辺りにあり、和歌山から奈良

盆地に入ってくる入口である風ノ森峠を越えたところにあ

る遺跡です。丘陵の上に道が見つかっています。斜面が

急になっていて、そこを切り通しで道にしているという道路

遺構が見つかっています。調査担当者は５世紀後半まで

さかのぼる可能性があるといっていますが、実際には６世

紀後半から７世紀ぐらいに最終的に埋もれたと報告され

ています。最初に造られたのが５世紀後半までさかのぼ

ると推定されてもいます。他にも滋賀県の遺跡があったり

しますが、断片的な資料が多かったり、時期がなかなかき

ちっと決められないというところがつらいところです。 

先程の大阪の交通路の図に戻りますが、５世紀・６世

紀を含めた図です。難波宮の周辺が５世紀後半から開発

され、６世紀代になっても官衙
か ん が

（役所）的な建物が見つか

ったり生産の場や倉庫があったりという状態は続いていま

す。難波津という港を軸にして、官衙的な施設が形成され

ていく、その端緒が５世紀ですが、ある程度かっちりした

役所的機能を果たすようになっていくのは６世紀代になっ

てからと考えています。交通路を大阪のところだけを示し

ましたが、生駒山脈を越えて奈良、この時期でしたら飛鳥

の地域と繋がっていく交通ルートがあって、古市古墳群・

百舌鳥古墳群という巨大な大王墓を含む古墳群が造られ

るのですが、こういうのは墓域です。大王の本貫地という

か居住するいわば王都ですね、先程の博多の比恵・那珂

遺跡群で奴国の王都といいましたが、大和王権の王都は

やはり大和盆地にあって、そこに繋がって行く交通ルート

として考えることが出来ると思います。先程の博多の比恵

・那珂遺跡群で見られたような、あれは弥生時代終末とか

古墳時代の初頭ぐらいの時期でしたが、港があってその

周辺に役所的な区域ができ、そこから王の住む、あるい

は王のふるさとともいうべき大和の地に繋がっていく交通

路が５世紀ぐらいから造られ始めていくと思います。６世

紀代は役所的なものが整備されていく時期と考えられる

わけで、それに伴って道路も整備されていくと考えられま

す。先程の豊中や鴨神遺跡のような切り通しの道路、あ

るいは水垂遺跡のように両側に側溝を掘った道路として

整備された結果、我々でも見つけることが出来る構造に

なっていくと考えられるのです。 

博多の場合と難波の場合は似たような形になってい

て、弥生時代以来、港と都を結ぶために最初に道路が造

られたと考えるのがいいのではないかと考えます。難波と

大和を結ぶ道はその当時の大王が、難波まで行って難波

に宮を造っているわけですから王様が通る道として整備さ

れ始めたのです。これが道路成立の契機と考えていま

す。 

 次にそういった道路の１つとして大阪南部の道路を見て

いきます。「磯歯津路」も５・６世紀の頃に最初に造られた
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道路の１つです。これは大阪南部の古道遺跡の配置図で

す。足利健亮さんという歴史地理学の先生が作られた古

道の図に付け足したものです。足利先生は図にある竹内

街道・長尾街道・難波大道といったきちっと正東西・正南

北の道路とは別に、斜め方向の道があることを提唱さ

れ、斜向道路と呼んでおられました。斜め方向の道が古

い段階にあって、その後東西方向になったのではないか

と暗に想定されています。 

画面は、大阪市平野区にある長原遺跡の西端の発掘

調査、地下鉄でいうと出戸駅を上がったところにあるスー

パーダイエーの店舗の部分を発掘した時に見つかった道

路遺構です。両側に溝があり、道幅６ｍの道が斜め方向

に見つかりました。古墳の間を縫うようにして道が見つか

っています。磯歯津路と推定されている八尾街道（長居公

園通）のすぐ南側まで延びています。南側の発掘でも所

々で見つかっていて、このまま真っ直ぐ南へ延びているこ

とが分かっています。時代を決めるのは大変難しいので

すが、上の地層が奈良時代の田圃なので、奈良時代の

田圃の時には道路がなくなっているので、７世紀にあった

ことはほぼ間違いありません。私は７世紀の前半ぐらい、

古く遡れば６世紀の後半まで遡るのではないかと考えて

います。 

南側へ行くと我々が馬池谷と呼んでいる谷に入ってい

きます。谷の底にどう続いているのかは、発掘してないの

で分かりませんが、谷の斜面の様子から、道はなだらか

に斜面を下っていき、急な斜面のところは切り通しにして

延びていったと考えています。この道をさらに南、瓜破霊

園の近くまで行きますと、７世紀の前半から後半にかけて

の役所的な建物群が見つかっており、そこで続きの道路

が見つかっています。道路跡には車輌の通った轍の跡な

どが残っていて道路として機能していた範囲が推定でき

ます。これが長原西古道と呼んでいる道路です。 

あと松原市域の道路です。足利先生が斜向道路とされ

た斜め方向の道路が実際に発掘で見つかっています。立

部・新堂・南新町・東新町で斜向する道路が見つかってい

て、新堂遺跡では橋じゃないかといわれている木製品が

でています。松原市域では何カ所か道路遺構が見つかっ

ており、東新町の道路遺構のように６世紀後半まで遡ると

考えられている道路遺構もあります。ですから大阪市域

の近くにある長原西古道・松原市域の斜向道路といった

道路群が、古く見れば６世紀後半まで遡る可能性があり、

７世紀前半には間違いなくあったと思われます。 

磯歯津路とこれらの道路がどう関わってくるかというこ

とがありますが、磯歯津路は長尾街道・竹内街道のような

ほぼ東西方向の道路として今のところ考えられています。

そのような正方位の道路が６世紀後半や７世紀前半の段

階で考えられるのかということがこれまでも議論されてき

ました。普通には、正東西方向・正南北方向の道路は７

世紀でも後半以降になってからであると考えられてきまし

た。実際に見つかった６世紀代の道路が斜め方向になっ

ていて、７世紀前半の道路も斜め方向で出てきています

ので、発掘事例から見てもそういうことが想定されます。６

世紀代あるいは７世紀前半ぐらいまでの道路は、斜め方

向のものが結構多く、直線的に造られているということを

特徴としてあげることができます。道路の成立期と考えて

いる５世紀から６世紀代、７世紀まで入れてもいいと思い

ますが、６世紀代になり道路の整備が行われて、視覚的

に我々が認識できるような道路が生まれていったと考えら

れます。それは地域的な官衙施設が整備されていくことと

一体になったことではないかと考えられます。王権の中枢

部分と離れた地域的な開発のための官衙（屯倉
み や け

）が整備

されて、それを結ぶような形で道路が整備されていくので

はないかと考えます。 

 
国家的官道の発達 

その後、国家的な官道の発達ということになっていきま

す。国家的な官道ということになりますと発掘事例も多く

あるわけですが、特に古いのが大和川今池遺跡の「難波

大道」で、巾が18ｍです。それまでの道路は巾６ｍぐらい

で、発展段階になり道路幅が10ｍを越える道路が出てき

ますが、18ｍというのはかなり大きい道幅です。難波大道

はこの先が大和川で、その北側は大阪市域になり、真っ

直ぐ伸ばしていけば難波宮の中軸線になるという位置関

係にあります。1980年に最初に発掘された時は、道路とし

て認識されて発掘されていなかったため、出土遺物から

道の年代を決めるのも困難でした。しかし今回の調査は

道路であると認識して、精緻な調査をしています。 

その結果、出土遺物から孝徳朝には道路として機能し

ていたと考えられていて、平安時代に道路として認識され

なくなり、路面が削られてしまうということになっています。

孝徳朝の難波宮の中軸線と合っているわけですから、難

波宮を造ったのと同時に、同じ計画のもとで造られたと考

えるのが一番素直だと思います。そうすると7世紀の中頃

まで遡る道路ということになります。こういう時期の道路と

いうのも、その時期であっても全国的に見ると希少な事例

で、地方に行くと東山道・山陰道・山陽道と古代の道路が

見つかっていますが、古くみても７世紀末です。それより

遡る道路というのは地方にいきますと全然ありません。 

地方の道路は道幅も駅路という主要道で大体10ｍから

12ｍ巾が基準になっていて、それより大きい道路というの

はないのです。藤原京の中心大路の朱雀大路が18ｍと

言われていますが、それに匹敵する道ということになりま

す。こういう道路が７世紀の半ば、孝徳朝からはあると考

えられるわけで、先程の松原市域にありました長尾街道

や竹内街道、大津道（長尾街道）とか丹比道（竹内街道）

と呼ばれた古道が遡るとしたら難波大道の時期ぐらいま

では遡るのではないかと思います。そう考えると長居公園

通りに想定されている磯歯津路も７世紀半ば以降でした

ら存在してもおかしくないということになります。発展段階

というのは、大阪と奈良との関係でいえば、難波には難波

津を軸にした都市的な空間ができて、飛鳥には古くから

の王の都という都市的空間があり、その両都市を繋ぐ形

での道路が造営される段階といえます。 

ただそれは畿内の中心部の話で、地方においては国

郡制や駅伝制といった交通に関わる律令制度のもとで地

方官衙と中央とを結ぶ道路が造られていくということにな
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ります。それが国家的官道の発展段階といえると思いま

す。 

これは埼玉県の東の上
あずまのうえ

遺跡です。東山道
とうさんどう

の武蔵道
む さ し み ち

と

考えられているこの道路はほぼ南北に通っている道で

す。東山道から分岐して武蔵国の国府まで繋がっている

のが東山道武蔵道です。東京都府中市に武蔵国の国府

の中心部分があり、政庁の外周にたくさん色々な役所の

跡とかがあるというのも分かっています。道路の途中にあ

る国分寺市の武蔵国分寺・国分尼寺の横を通って、府中

市まで続くのです。この道をずっと北に上っていったところ

が埼玉県の所沢市で、この道路に繋がっているわけで

す。それをさらに北に上ると東山道の駅路に合流します。

東の上遺跡は道路側溝から７世紀末の土器が出ている

ので、この時期にはこの道路があったと考えられていま

す。 

この時期になると、武蔵国府などの周辺は政庁を中心

として都市的な配置で色々な建物ができたりしています

し、他の郡衙などでもかなり立派な役所的な建物とそれ

に付随する色々な建物が周辺にあって、都市的な様相を

なしてきています。そういった地方都市を繋ぐようにして道

路が造られていくことになっていきます。 

 
おわりに 

資料の最後に、今日お話しした内容を概念的に示した

「道路の成立過程の概念図」を書いています。最初の道

路を「原道路」と書いていますが、形成期の段階というの

は港に朝鮮半島や中国といった外国の国際的な交易の

流れがやってきて、近くには市ができたりする。そこと王

都というべき拠点集落とを結ぶものとして、道路が造られ

るというのが最初だろうと思います。原の辻遺跡や比恵・

那珂遺跡群がそうなのです。ただ、弥生時代の段階では

まだ拠点集落と港は一つの地域の中に括られていて、内

部的な道という位置づけになっていたと考えられます。 

それが成立期になると、特に５世紀以降なのですが、

港に市という交易の場だけでなく、物資を貯蔵する倉庫や

それを管理する役所的な機能が萌芽し、生産をする場が

あったりして、いわば地方官衙的な施設が港のところにで

きていくということが特徴としてあり、王権の拠点とを結ぶ

ものとして道路ができる、この初現的な形が博多の比恵・

那珂遺跡群にみられたわけですが、それがハッキリと明

確化してくるのが５世紀の難波と飛鳥を結ぶ道路群と考

えます。５世紀段階ではまだ見つかっていないのですが、

６世紀段階になると近畿地方で幾つかそういった道路が

見つかっており、道路の整備が行われたことが窺えるわ

けです。ただこの段階では破線で囲っているように道路を

軸にして、道路に付随した形で官衙などができていくとい

う状態です。 

次の発展期としている駅路の段階ですが、この段階に

なると都城ができます。都には条坊制という碁盤の目の

ように道路が走っています。都という空間の中にはびっち

りと計画的な道路が出来上がっている、そういう道路の集

合体がいわば都城ということになるわけでして、独立した

交通ネットワークとして造られているといえます。そこから

飛鳥・平城の都城に繋がる道路が造られていく、これは

古代都市と古代都市を繋ぐ道路なのです。これは近畿の

特徴ですが、地方に行きますと都城と地方官衙とを繋ぐ

道路が制度的につくられていくことになります。このような

都市という交通ネットワークを介した道路が造営される段

階を発展期として考えることができるのではないかと思っ

ています。 

そういう風に考えていくと磯歯津路はどこに位置づけら

れるかというと、雄略天皇の時代でしたら５世紀になりま

すから成立期の段階の道路と考えられます。ただ我々が

発掘からいえることは、７世紀中頃以降に今の長居公園

通りに想定される古道が整備された可能性があるという

ことです。それは条里制という土地区画と一体になって、

５世紀代にあった磯歯津道という道路をベースにして、難

波大道の整備以降に整備された可能性が考えられるの

ではないでしょうか。発展期の東西方向の磯歯津路はそ

のまま東に向かって大和川の川沿いにあった渋河道に合

流してそこから南へ下り、河内国府の近くを通って大和に

向かうといったルートが考えられます。 

このように磯歯津路は成立期の５世紀に存在していた

が、発展期に整備されて大きく変化したことが考えられま

す。磯歯津路自体について詳しくお話しできませんでした

が、日本の古代道路の変化の中で磯歯津路がどの段階

に位置づけられるかというところをお話ししたかったわけ

です。また、研究がさらに進みましたらお話しをさせて頂き

たいと思います。 
 

財団法⼈住吉隣保館の動き 

 

第９回「財団法⼈住吉隣保設⽴５０年、故住⽥
利雄さん⽣誕１００年記念」事業実⾏委員会開
かれる！！ 

 去る１１⽉３０⽇午後７時から市⺠交流センターすみ

よし北で、表記の実⾏員会が開催されました。 

前⽥専務理事の司会進⾏で実⾏委員会が始められ、記念
集会のビデオの上映や事務局から記念集会（４２８名）

やレセプション（１０３名）の参加者の状況等が報告さ

れました。 

 その後、参加者から記念集会やレセプションについて

感想が出され、１年３ヶ⽉に及ぶ取り組みの集⼤成とし

て意義のある集会とレセプションになったこと、記念集
会やレセプションに集まって頂いた皆様と共に、今後の

住吉地区におけるまちづくりに活かしていく必要がある

ことなどが確認されました。 
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 また、記念集会の参加者に配布された記念誌『忘れて

はならない⾃主解放』を関係⽅⾯へ配布するなど有効活
⽤していくこととなりました。 

 以下、当⽇の実⾏委員会で⾏われた実⾏委員⻑の挨拶
を掲載します。 
 

第９回「財団法⼈住吉隣保館設⽴５０年、故住
⽥利雄さん⽣誕１００年」記念事業実⾏委員会
・あいさつ 

 年末を控え、何かとお忙しい中をお集まり頂き、あり

がとうございます。 

 さて、去る１０⽉２９⽇、午後３時から「財団法⼈住
吉隣保館設⽴５０年、故住⽥利雄さん⽣誕１００年」記
念集会と記念レセプションを開催致しましたところ、皆
様⽅のご尽⼒により、いずれも成功裏に終えることがで

きましたことを⼼より御礼申し上げます。 

 とくに、記念集会では、４２０名を超す参加者があ

り、市⺠交流センターすみよし北の⼤ホールを⼀杯にす

ることができました。また、記念レセプションにつきま

しても、和やかな雰囲気の内に開催することができまし

た。 

  さらに、１年３ヶ⽉に及ぶ作業の集⼤成として、

『忘れてはならない⾃主解放』を編集、発刊し、参加者の

皆様にお渡しすることができました。このことによっ

て、多くの⼈々に住吉における部落解放運動の歩みや住
⽥さんの業績などを理解して頂けるようになったのでは

ないかと思っています。 

記念集会の主催挨拶の中でも申し上げましたが、今回
の⼀連の取り組みには、①財団５０年を軸に、住吉部落
の歴史と部落解放運動の歩みを整理する、②故住⽥利雄
さんの業績をとりまとめる、③これらの取り組みに⼀⼈
でも多くの⽅に関わってもらうことによって、⼈々のつ

ながりを強化する、④これらの成果をこれからの住吉の

地における⼈権のまちづくりに役⽴てていく、という⽬
標を掲げましたが、おかげさまで、これらの⽬標を基本
的には達成できたのではないかと考えています。 

 今後、記念集会や記念レセプションにお集まり頂いた

皆さんとともに、住吉の地域における新たなまちづくり

（第４期のまちづくり）に取り組んでいくことが求めら

れていますが、去る１１⽉１８⽇には、住吉⽀部の呼び

かけで、町づくり委員会の第１回準備会も開催され、本
格的な議論が開始されようとしています。 

 しかしながら、先の⼤阪市⻑選挙で、皆様ご承知のよ

うな結果が出されました。記者会⾒等の報道によります

と、新市⻑は、「不透明な補助⾦」の洗い直し、市職員の

給与の⾒直し等に取り組むとの態度を表明して居られま

すが、⼈権が尊重されたまちをつ

っていくことに役⽴つ予算や制度
まで、削減されたり廃⽌されたり

することのないよう注視し、働き

かけていく必要があるのではない

かと思っています。 

 おわりに、本⽇の実⾏委員会
で、記念集会やレセプション、さ

らには記念誌等に関わって、成果
と課題を積極的にご議論頂きますよう御願いし、実⾏員
代表のごあいさつと致します。 

２０１１年１１⽉３０⽇ 

友永健三 
 

故住⽥利雄さんの遺品⽬録を作成して（前
編） 

財団法⼈住吉隣保館の結成のみならず⼤阪市内や府
内、さらには全国における部落解放運動において住⽥利
雄さんが残した功績は⼤きいものでした。この功績の裏
には住⽥さんがもっていた記録へのこだわりがあげられ

ます。その記録には住⽥さんの⽇常⽣活や戦争の記録を

記した⽇記、当時の情景を描いたスケッチ、書き初めに

加え、1952年から 1986年に亡くなるまで、肌⾝はなさ

ず⼿にしていたカメラによる記録があります。 

今⽉号と来⽉号で、住⽥利雄さんが亡くなる⼨前まで

記録し続けた遺産の⼀部、とりわけ①⽇記、②書、③絵
画、④写真について報告します。 

 まず、⽇記に関しては 1936年から 1986年まで、住⽥
さんが 25歳から亡くなる 75歳までの記録を綴った 25

冊が残されています。部落解放・⼈権研究所の図書館に

勤める本多和明さんの整理によれば、1936年から 1942

年までの⽇記は 1938年を除いた 11冊であり、その内容
は①軍事⽇記（1939年 8⽉ 15⽇から 1940年 5⽉ 10⽇
と 1941年 5⽉ 29⽇から 10⽉ 12⽇）、②教練⽇記
（1939年 12⽉ 1⽇から 1940年
2⽉ 25⽇）、③陣中⽇記（1940

年 5⽉ 11⽇から 1941年 5⽉ 28

⽇）、④反省録（1941年 4⽉ 1
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⽇から 5⽉ 7⽇）、残りは⾃由⽇記として分類されてい

ます。戦後の⽇記は 1947年のものと 10年後の 1957年
から 1986年に住⽥さんが死去するまでの 14冊が存在
し、それらはすべて⾃由⽇記です。 

ついで、書に関しては全 15作品があり、その内訳は

1940年に 2点（原本なし）、1959年に 1点、1966年に

1点、1967年に 2点、1972年に 1点、1973年に 1点、

1975年に 1点、1976年に 3点（2 つは原本なし）、1977

年に１点、1978年に１点、最後に 1983年に１点となっ

ています。それらのいくつかは『忘れてはならない⾃主
解放』のなかに写真として収められているので、そちら

もご確認ください。 

さらに、画に関してはグレー、ホワイト、ブルーの 3

つのスケッチブックがあり、年代は 1938年から 1941年
の戦時中のもので、そこには全 35点の絵画やスケッチ

が収められています。グレーのスケッチブックには 1938

年から 1940年までの絵画が 17点収められており、内 13

点が⾵景画で 1点が花の写⽣画、3点が⼈物画でした。

ホワイトのスケッチブックでは、1940年から 1941年ま

での絵画が 13点あり、1点が花の写⽣画で、12点が⾵
景画でした。ブルーのスケッチブックには、⾵景画が 5

点収められており、そこから切り離された絵画が 2点あ

ります。それは動植物を描いた絵画の 1点と⾵景画の 1

点でした。この 3 つのスケッチブック以外にも、⾃画像
を描いた絵画が 2点ありました。 

来⽉号で詳しく報告する写真の記録 42,000枚を含む

住⽥さんの残した遺産は⼀体何を物語っているのでしょ

うか。もしかすると、物事を正確に記憶できない私たち

が、その記憶を忘れてもいいために記録したのかもしれ

ません。皆さんはどう思われますか。 

２０１１年１２⽉７⽇ 

友永雄吾 


